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1 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
情
景
表
現
に
つ
い
て
│
│ 「
夢
」
へ
の
執
着 
│
│
鈴
　
木
　
政
　
光
一
　
は
じ
め
に
温
庭
筠
、
旧
名
岐
、
字
飛
卿
（
八
〇
一
頃
〜
八
六
六
）
は
、
文
学
史
上
で
は
、
宋
代
で
盛
行
を
極
め
る
「
詞
」
の
開
拓
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
が
、
詩
人
と
し
て
も
李
商
隠
（
八
一
二
〜
八
五
八
）
や
杜
牧
（
八
〇
三
〜
八
五
二
）
と
と
も
に
、
晩
唐
前
期
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
。
温
庭
筠
の
好
ん
で
扱
う
詩
の
主
題
と
し
て
、
村
上
哲
見
氏
は
、
歴
史
的
な
故
事
と
春
景
の
二
つ
を
指
摘
し
た
上
で
、
温
庭
筠
の
詠
史
詩
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る）1
（
。
　
こ
れ
ら
詠
史
詩
の
大
方
を
通
じ
て
い
え
る
特
徴
は
、
他
の
多
く
の
詩
人
の
よ
う
に
諷
刺
の
意
を
寓
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
華
麗
な
宮
廷
生
活
を
憧
憬
し
、
そ
れ
が
は
か
な
く
も
頽
れ
去
っ
た
こ
と
に
対
す
る
限
り
な
い
哀
惜
の
情
を
た
た
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
村
上
氏
は
例
と
し
て
、
楽
府
で
は
「
鶏
鳴
埭
曲
」
の
全
文
と
「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
末
二
聯
と
を
挙
げ
て
い
る
。「
鶏
鳴
埭
曲
」
と
「
春
江
花
月
夜
詞
」
は
、『
楽
府
詩
集
』
巻
一
〇
〇
「
新
楽
府
辞
十
一　
楽
府
倚
曲
」
と
同
巻
四
七
「
清
商
曲
辞
四　
呉
声
歌
曲
四
」
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
お
り）2
（
、村
上
氏
の
い
う
「
歴
史
的
な
故
事
」
と
「
春
景
」
の
二
つ
の
主
題
を
兼
ね
備
え
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
う
ち
煬
帝
（
五
六
九
〜
六
一
八
、
在
位
六
〇
四
〜
六
一
八
）
の
栄
華
と
滅
亡
と
を
詠
じ
た
「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
つ
い
て
、「
鶏
鳴
埭
曲
」
を
主
な
比
較
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
情
景
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
隋
の
煬
帝
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
「
帝
紀
」
に
収
め
る
記
事
を
嚆
矢
と
し
て
、
晩
唐
に
至
る
ま
で
に
そ
の
形
象
が
詩
文
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、温
庭
筠
が
「
春
江
花
月
夜
詞
」
で
煬
帝
を
描
く
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
新
た
に
ど
の
よ
う
な
要
素
を
付
け
加
え
た
の
か
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、「
春
江
花
月
夜
」
は
『
楽
府
詩
集
』
に
温
庭
筠
の
作
に
先
立
つ
六
首
が
採
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
楽
府
題
の
先
行
諸
作
品
を
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
九
号 
平
成
三
〇
年
六
月 
一
－
二
〇
頁
2
比
較
の
対
象
と
し
て
、
モ
チ
ー
フ
の
継
承
と
温
庭
筠
の
作
が
持
つ
特
徴
と
を
、
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
温
庭
筠
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
詞
の
表
現
や
伝
記
の
再
構
築
に
専
ら
労
力
が
注
が
れ
、
詩
や
楽
府
の
表
現
か
ら
特
質
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
国
内
外
で
も
数
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）3
（
。「
春
江
花
月
夜
詞
」
一
首
に
精
読
の
焦
点
を
絞
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
の
指
摘
か
ら
更
に
一
歩
を
進
め
、
温
庭
筠
の
詠
史
楽
府
の
持
つ
独
自
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
二
　
煬
帝
と
「
春
江
花
月
夜
詞
」
こ
の
章
で
は
、
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
を
検
討
す
る
前
の
準
備
と
し
て
、
第
一
節
で
唐
代
の
詩
文
に
み
え
る
煬
帝
の
形
象
に
つ
い
て
瞥
見
し
、
第
二
節
で
『
楽
府
詩
集
』
に
収
め
る
「
春
江
花
月
夜
」
の
先
行
諸
作
品
の
表
現
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
二
ー
一
　
唐
代
に
お
け
る
煬
帝
の
形
象
　
│「
龍
舟
」
を
中
心
に
│
隋
の
煬
帝
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
中
核
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
を
顧
み
ず
奢
侈
に
耽
り
欲
望
を
恣
に
し
て
隋
を
滅
ぼ
す
に
至
っ
た
、亡
国
の
天
子
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る）4
（
。「
春
江
花
月
夜
詞
」で
は
、
第
三
聯
か
ら
第
五
聯
に
か
け
て
描
か
れ
る
煬
帝
の
姿
が
本
節
と
関
係
す
る
た
め
、
該
当
部
分
を
ま
ず
挙
げ
、
作
品
の
全
体
及
び
解
釈
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
改
め
て
提
示
す
る
。
5
楊
家
二
世
安
九
重　
楊
家
の
二
世　
九
重
に
安
ん
じ
　
不
御
華
芝
嫌
六
龍　
華
芝
を
御
せ
ず　
六
龍
を
嫌
う
　
百
幅
錦
帆
風
力
滿　
百
幅
の
錦
帆　
風
力
満
ち
　
連
天
展
盡
金
芙
蓉　
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
9
珠
翠
丁
星
復
明
滅　
珠
翠
丁
星　
復
た
明
滅
　
龍
頭
劈
浪
哀
笳
發　
龍
頭　
浪
を
劈
き　
哀
笳
発
す
第
三
聯
で
皇
帝
の
位
に
安
ん
じ
政
治
を
怠
る
煬
帝
の
姿
を
端
的
に
示
し
た
後
、
第
七
句
「
百
幅
の
錦
帆 
風
力
満
ち
」
か
ら
は
、
船
団
が
風
を
受
け
て
進
む
様
子
が
詠
わ
れ
る
。
第
十
句
の「
龍
頭
」は「
龍
舟
の
へ
さ
き
」
を
意
味
し
、『
隋
書
』
巻
三
「
帝
紀
第
三　
煬
帝
上
」
大
業
元
年
（
六
〇
五
）
の
項
に
あ
る
次
の
記
事
に
基
づ
く）5
（
。
　
八
月
壬
寅
、
上
御
龍
舟
、
幸
江
都
。
以
左
武
衞
大
將
軍
郭
衍
爲
前
軍
、
右
武
衞
大
將
軍
李
景
爲
後
軍
。
文
武
官
五
品
已
上
給
樓
船
、
九
品
已
上
給
黃
蔑
。
舳
艫
相
接
、
二
百
餘
里
。
　
八
月
壬
寅
、
上 
龍
舟
を
御
し
、
江
都
に
幸
す
。
左
武
衛
大
将
軍
郭
衍
を
以
て
前
軍
と
為
し
、
右
武
衛
大
将
軍
李
景
を
後
軍
と
為
す
。
文
武
官
五
品
已
上
は
楼
船
を
給
い
、
九
品
已
上
は
黄
蔑
を
給
う
。
舳
艫
相
い
接
す
る
こ
と
、
二
百
余
里
な
り
。
第
八
句
の
「
天
に
連
な
り
」
と
い
う
空
間
表
現
は
、「
舳
艫
相
い
接
す
る
こ
と
、
二
百
余
里
な
り
」
と
い
う
船
団
の
規
模
の
大
き
さ
を
念
頭
に
置
い
て
、詠
じ
ら
れ
て
い
よ
う
。『
隋
書
』
に
載
せ
る
「
龍
舟
」
3 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
が
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
か
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
「
隋
紀
四　
煬
皇
帝
上
之
上
」
大
業
元
年
の
項
に
詳
し
い）6
（
。
　
龍
舟
四
重
、
高
四
十
五
尺
、
長
二
百
丈
。
上
重
有
正
殿
・
内
殿
・
東
西
朝
堂
、
中
二
重
有
百
二
十
房
、
皆
飾
以
金
玉
、
下
重
内
侍
處
之
。
　
龍
舟
は
四
重
、
高
さ
四
十
五
尺
、
長
さ
二
百
丈
。
上
重
に
正
殿
・
内
殿
・
東
西
の
朝
堂
有
り
、
中
二
重
に
百
二
十
の
房
有
り
て
、
皆
な
飾
る
に
金
玉
を
以
て
し
、
下
重
は
内
侍 
之
に
処
り
。
『
資
治
通
鑑
』
は
、「
龍
舟
」
が
水
上
に
浮
か
ぶ
宮
殿
の
如
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
　
皇
后
乘
翔
螭
舟
、
制
度
差
小
、
而
裝
飾
無
異
。
別
有
浮
景
九
艘
、
三
重
、
皆
水
殿
也
。
又
有
漾
彩
（
中
略
）
等
數
千
艘
、
後
宮
・
諸
王
・
公
主
・
百
官
・
僧
・
尼
・
道
士
・
蕃
客
乘
之
、（
中
略
）、
共
用
挽
船
士
八
萬
餘
人
・
其
挽
漾
彩
以
上
者
九
千
餘
人
、
謂
之
殿
腳
、皆
以
錦
綵
爲
袍
。
又
有
平
乘
（
中
略
）
等
數
千
艘
、
並
十
二
衞
兵
乘
之（
中
略
）。
舳
艫
相
接
二
百
餘
里
、照
耀
川
陸
、
騎
兵
翊
兩
岸
而
行
、
旌
旗
蔽
野
。
　
皇
后 
翔
螭
の
舟
に
乗
り
、
制
度
差や
や
小
な
れ
ど
も
、
装
飾
に
異
な
る
無
し
。
別
に
浮
景
九
艘
有
り
、
三
重
に
し
て
、
皆
な
水
殿
な
り
。
又
た
漾
彩
（
中
略
）
等
数
千
艘
有
り
て
、
後
宮
・
諸
王
・
公
主
・
百
官
・
僧
・
尼
・
道
士
・
蕃
客 
之
に
乗
り
、（
中
略
）、
共
に
船
を
挽
く
士
八
万
余
人
・
其
の
漾
彩
以
上
を
挽
く
者
九
千
余
人
を
用
い
、
之
を
殿
脚
と
謂
い
、
皆
な
錦
綵
を
以
て
袍
と
為
す
。
又
た
平
乗
（
中
略
）
等
数
千
艘
有
り
て
、
並
び
に
十
二
衛
の
兵 
之
に
乗
る
（
中
略
）。
舳
艫
相
い
接
す
る
こ
と
二
百
余
里
、
川
陸
を
照
耀
し
、
騎
兵 
両
岸
を
翊たす
け
て
行
き
、
旌
旗 
野
を
蔽
う
。
煬
帝
の
行
幸
が
、
如
何
に
多
く
の
人
数
を
動
員
し
た
大
規
模
で
豪
華
絢
爛
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。
そ
こ
で
「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
登
場
す
る
「
百
幅
の
錦
帆
」
を
率
い
る
「
龍
頭
」
に
着
目
し
て
み
る
と
、
煬
帝
の
奢
侈
の
う
ち
、
特
に
「
龍
舟
」
の
行
幸
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
た
の
は
、『
全
唐
文
』
に
見
え
る
限
り）7
（
、
陳
子
昂
（
六
六
一
〜
七
〇
二
）
が
最
初
で
あ
る）8
（
。
　
至
煬
帝
承
平
、
自
以
貴
爲
天
子
、
富
有
四
海
、
欲
窮
宇
宙
之
觀
、
極
遊
宴
之
樂
、
以
爲
人
主
之
急
務
也
。
于
是
乃
鑿
禦
渠
、
決
黃
河
、
自
伊
洛
之
閒
而
屬
之
揚
州
、
生
人
之
力
既
弊
、
天
地
之
藏
又
洩
。
煬
帝
方
忻
然
以
爲
得
計
、將
後
宮
綵
女
數
百
千
人
、
遂
泛
龍
舟
、
遊
三
江
五
湖
之
閒
。
當
其
得
意
也
、
視
天
下
如
脱
屣
爾
。
其
後
百
姓
搔
弊
、
災
變
數
興
、
吏
人
貪
暴
、
其
政
日
亂
、
陰
陽
感
怒
、
彗
孛
以
出
。
煬
帝
不
悟
、
自
以
爲
天
下
安
於
泰
山
。
　
煬
帝 
承
平
す
る
に
至
り
、
自
ら
貴
き
こ
と
天
子
と
為
り
、
四
海
を
富
有
す
る
を
以
て
、
宇
宙
の
観
を
窮
め
、
遊
宴
の
楽
を
極
め
ん
と
欲
し
、
以
て
人
主
の
急
務
と
為
す
な
り
。
是
に
于
て
乃
ち
禦
渠
を
鑿
ち
、
黄
河
を
決
し
、
伊
洛
の
間
よ
り
之
を
揚
州
4
に
属
し
、
生
人
の
力
既
に
弊
れ
、
天
地
の
蔵
も
又
た
洩
る
。
煬
帝
方
に
忻
然
と
し
て
以
て
計
を
得
た
り
と
為
し
、
後
宮
の
綵
女
数
百
千
人
を
将
い
て
、
遂
に
龍
舟
を
泛
べ
、
三
江
五
湖
の
間
に
遊
ぶ
。
其
の
意
を
得
る
に
当
た
る
や
、
天
下
を
視
る
こ
と
屣
を
脱
す
る
が
如
き
の
み
。
其
の
後 
百
姓
搔
弊
し
、
災
変
数
し
ば
興
り
、
吏
人
貪
暴
に
し
て
、
其
の
政 
日
に
乱
れ
、
陰
陽
感
怒
し
、
彗
孛
以
て
出
づ
。
煬
帝
は
悟
ら
ず
、
自
ら
以
為
ら
く
天
下
は
泰
山
よ
り
も
安
し
と
。 
（
巻
九
「
諫
政
理
書）9
（
」）
陳
子
昂
は
、
煬
帝
が
国
都
大
興
城
か
ら
揚
州
に
至
る
大
運
河
を
開
鑿
し
て
「
生
人
の
力
」
を
疲
弊
さ
せ
た
の
に
加
え
、「
後
宮
の
綵
女
数
百
千
人
」
を
連
れ
て
「
龍
舟
」
を
浮
か
べ
た
こ
と
を
、
非
難
に
値
す
る
奢
侈
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
陳
子
昂
の
後
、
高
適
（
七
〇
〇
頃
〜
七
六
五
）
の
「
東
征
賦）10
（
」
に
、「
六
宮
景
従
し
、
千
官
邐
迤
と
し
て
、
龍
舟
錦
帆
、
数
千
百
里
を
照
耀
す
。（
中
略
）
豈
に
以
て
力
役
を
征
戦
に
窮
め
、
淫
逸
を
奢
侈
に
務
む
る
を
為
さ
ざ
ら
ん
や
」
（
六
宮
景
從
、
千
官
邐
迤
、
龍
舟
錦
帆
、
照
耀
乎
數
千
百
里
。（
中
略
）
豈
不
以
爲
窮
力
役
於
征
戰
、務
淫
逸
於
奢
侈
）
と
あ
る
な
ど
、「
龍
舟
」
は
豪
奢
を
極
め
た
「
淫
逸
」
の
象
徴
と
し
て
、
煬
帝
を
諷
刺
す
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
隋
書
』に
み
え
る「
龍
舟
」を
煬
帝
と
結
び
付
け
た
唐
代
の
詩
は
、
管
見
の
限
り
中
唐
の
顧
況
（
七
二
七
頃
〜
八
一
六
頃
）「
桃
花
曲）11
（
」
の
「
魏
帝
の
宮
人　
鳳
楼
に
舞
い
、
隋
家
の
天
子　
龍
舟
を
泛
ぶ
。
君
王　
夜
酔
い
て
春
眠
晏
れ
、
覚
え
ず　
桃
花
の
水
を
逐
い
て
流
る
る
を
」（
魏
帝
宮
人
舞
鳳
樓
、隋
家
天
子
泛
龍
舟
。
君
王
夜
醉
春
眠
晏
、
不
覺
桃
花
逐
水
流
）
に
始
ま
る
が
、「
龍
舟
」
を
用
い
て
煬
帝
を
正
面
か
ら
詠
じ
た
の
は
、
白
居
易
（
七
七
二
〜
八
四
六
）
の
「
新
楽
府　
隋
堤
柳　
憫
亡
国
也）12
（
」
が
最
初
で
あ
る
。
煬
帝
の
行
幸
が
描
か
れ
る
第
十
一
句
以
降
を
挙
げ
る
。
11
大
業
末
年
春
暮
月　
大
業
末
年　
春
暮
の
月
　
柳
色
如
烟
絮
如
雪　
柳
色　
烟
の
如
く　
絮
は
雪
の
如
し
　
南
幸
江
都
恣
佚
遊　
 
南
の
か
た
江
都
に
幸
し
て　
佚
遊
を
恣
に
し
　
應
將
此
柳
繫
龍
舟　
 
応
に
此
の
柳
を
将
て　
龍
舟
を
繫
ぐ
な
る
べ
し
15
紫
髯
郎
將
護
錦
纜　
紫
髯
の
郎
将　
錦
纜
を
護
り
　
靑
娥
御
史
直
迷
樓　
青
娥
の
御
史　
迷
楼
に
直
す
　
海
内
財
力
此
時
竭　
海
内
の
財
力　
此
の
時
に
竭
く
る
も
　
舟
中
歌
笑
何
日
休　
舟
中
の
歌
笑　
何
れ
の
日
に
か
休
ま
ん
19
上
荒
下
困
勢
不
久　
上
荒
れ
下
困
じ
て　
勢
久
し
か
ら
ず
　
宗
社
之
危
如
綴
旒　
宗
社
の
危
う
き
こ
と　
綴
旒
の
如
し
　
煬
天
子　
　
　
　
　
煬
天
子
　
自
言
福
祚
長
無
窮　
 
自
ら
言
う　
福
祚
長
し
え
に
窮
ま
り
無
し
と
23
豈
知
皇
子
封
酅
公　
 
豈
に
知
ら
ん
や　
皇
子　
酅
公
に
封
ぜ
ら
5 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
れ
ん
と
は
　
（
中
略
）
32
後
王
何
以
鑒
前
王　
後
王　
何
を
以
て　
前
王
に
鑒
み
ん
　
請
看
隋
堤
亡
國
樹　
請
う
看
よ　
隋
堤
亡
国
の
樹
大
業
末
年
、
暮
春
の
月
夜
、
柳
葉
は
春
霞
に
煙
り
柳
絮
は
雪
の
よ
う
。
南
の
か
た
江
都
に
行
幸
し
て
放
逸
な
遊
び
を
恣
に
し
、
き
っ
と
こ
の
柳
に
龍
舟
を
繋
い
だ
に
違
い
な
い
。第
十
七
・
十
八
句
で
は
、「
海
内
の
財
力
」
が
枯
渇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
舟
中
の
歌
笑
」
に
耽
る
煬
帝
と
宮
人
た
ち
、
第
十
九
句
か
ら
第
二
十
二
句
ま
で
は
、
隋
の
宗
廟
と
社
稷
が
糸
で
綴
ら
れ
た
冠
の
玉
が
揺
れ
る
よ
う
に
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
の
を
無
視
し
て
、
国
家
の
幸
い
な
る
命
運
は
窮
ま
り
な
く
続
く
、
と
煬
帝
が
信
じ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
詠
わ
れ
る
。
末
二
句
で
は
「
隋
堤
亡
国
の
樹
」、
隋
堤
の
柳
を
見
て
、「
後
」
の
「
王
」
は
煬
帝
を
悪
し
き
前
例
と
し
て
「
鑒
」
み
る
べ
き
だ
、
と
結
ぶ
。
以
上
、
こ
の
節
で
は
唐
代
に
お
け
る
煬
帝
の
形
象
か
ら
「
龍
舟
」
に
着
目
し
、
陳
子
昂
「
諫
政
理
書
」
と
白
居
易
「
新
楽
府　
隋
堤
柳　
憫
亡
国
也
」
と
を
中
心
に
検
討
し
た
。
初
唐
か
ら
中
唐
に
至
る
煬
帝
の
「
龍
舟
」
像
の
全
貌
を
把
握
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
陳
子
昂
の
文
と
白
居
易
の
新
楽
府
と
を
比
較
す
る
と
、
共
通
点
と
相
違
点
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
点
と
し
て
、「
龍
舟
」の
遊
び
は
、
歓
楽
を
追
求
す
る
煬
帝
の
行
動
の
極
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
生
人
の
力
既
に
弊
れ
」「
海
内
の
財
力　
此
の
時
に
竭
く
」
と
い
う
天
下
の
情
勢
を
無
視
し
た
上
で
成
立
し
て
お
り
、「
自
ら
以
為
ら
く
天
下
は
泰
山
よ
り
も
安
し
と
」「
自
ら
言
う　
福
祚
長
し
え
に
窮
ま
り
無
し
と
」
と
、
皇
帝
と
し
て
の
安
泰
を
疑
わ
な
い
煬
帝
の
自
意
識
を
示
す
表
現
の
付
随
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
相
違
点
と
し
て
は
、
陳
子
昂
の
文
で
は
時
間
を
示
す
語
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
白
居
易
は
、
顧
況
「
桃
花
曲
」
第
三
句
に
あ
っ
た
「
夜
」「
春
」
を
さ
ら
に
限
定
し
て
、「
大
業
末
年　
春
暮
の
月
」
と
詠
じ
て
い
る
。『
隋
書
』
で
は
大
業
元
年
の
「
八
月
壬
寅
」
で
あ
っ
た
時
期
を
、
白
居
易
が
「
大
業
末
年
」（
大
業
十
三
年
、 
六
一
七
）
の
「
春
暮
」
と
し
た
の
は
、煬
帝
の
栄
華
の
終
わ
り
を
暗
示
さ
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
初
唐
の
陳
子
昂
の
文
章
を
端
緒
に
、
中
唐
で
は
詩
に
お
い
て
も
詠
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、「
龍
舟
」
は
煬
帝
の
豪
奢
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
温
庭
筠
が
「
春
江
花
月
夜
詞
」
第
七
句
の
「
百
幅
の
錦
帆
」
か
ら
「
龍
舟
」
の
遊
び
を
描
く
の
は
、
こ
う
し
た
共
通
認
識
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
ー
二
　「
春
江
花
月
夜
」
の
先
行
諸
作
品
に
つ
い
て
次
に
、『
楽
府
詩
集
』
巻
四
七
「
清
商
曲
辞
四　
呉
声
歌
曲
四
」
に
収
め
る
「
春
江
花
月
夜
」
の
諸
作
品
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
は
次
の
四
句
で
始
ま
る
。
1
玉
樹
歌
闌
海
雲
黑　
玉
樹
の
歌
闌
わ
に
し
て　
海
雲
黒
く
　
花
庭
忽
作
靑
蕪
國　
花
庭
忽
ち
作
る　
青
蕪
の
国
6
　
秦
淮
有
水
水
無
情　
秦
淮　
水
有
る
も　
水
に
情
無
く
　
還
向
金
陵
漾
春
色　
還
た
金
陵
に
向
い
て　
春
色
を
漾
わ
す
冒
頭
の
「
玉
樹
の
歌
」
は
、『
旧
唐
書
』
巻
二
八
「
志
第
八　
音
楽
志
一）13
（
」
に
「
陳
の
将
に
亡
び
ん
と
す
る
や
、玉
樹
後
庭
花
を
為
る
」
（
陳
將
亡
也
、
爲
玉
樹
後
庭
花
）
と
記
さ
れ
る
、
陳
の
亡
国
の
曲
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
温
庭
筠
が
「
春
江
花
月
夜
」
と
い
う
楽
府
題
で
、
ま
ず
陳
の
滅
亡
か
ら
詠
い
起
こ
す
の
は
何
故
か
。
『
楽
府
詩
集
』
は
「
春
江
花
月
夜
」
の
起
源
と
し
て
、「
唐
書
・
楽
志
曰
く
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
す）14
（
。
　
春
江
花
月
夜
・
玉
樹
後
庭
花
・
堂
堂
、
並
陳
後
主
所
作
。
後
主
常
與
宮
中
女
學
士
及
朝
臣
相
和
爲
詩
、
太
常
令
何
胥
又
善
於
文
詠
、
採
其
尤
豔
麗
者
、
以
爲
此
曲
。
　
春
江
花
月
夜
・
玉
樹
後
庭
花
・
堂
堂
は
、
並
び
に
陳
後
主
の
作
る
所
な
り
。
後
主
は
常
に
宮
中
の
女
学
士
及
び
朝
臣
と
相
和
し
て
詩
を
為
り
、
太
常
令
何
胥
も
又
た
文
詠
を
善
く
し
、
其
の
尤
も
豔
麗
な
る
者
を
採
り
、
以
て
此
の
曲
を
為
る
。
「
春
江
花
月
夜
」
は
、同
じ
く
「
清
商
曲
辞
四　
呉
声
歌
曲
四
」
に
収
め
る
「
玉
樹
後
庭
花
」「
堂
堂
」
と
並
び
、
陳
後
主
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
後
主
の
作
は
滅
び
て
伝
わ
ら
ず
、
現
存
す
る
「
春
江
花
月
夜
」
の
最
も
古
い
作
は
煬
帝
の
五
言
詩
二
首
で
あ
る
。
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
つ
い
て
、
山
本
敏
雄
氏
は
「
類
推
の
域
を
出
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
議
論
を
避
け
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
陳
後
主
が
創
作
し
、
隋
の
煬
帝
が
作
品
を
残
す
詩
題
を
用
い
て
、
両
者
の
滅
亡
を
う
た
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
何
か
意
図
的
な
も
の
を
感
じ
る）15
（
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
楽
府
詩
集
』
は
「
春
江
花
月
夜
」
の
作
品
と
し
て
、煬
帝
に
加
え
、
隋
の
諸
葛
穎
（
六
世
紀
〜
七
世
紀
初
）、
初
唐
の
張
子
容
（
七
一
三
年
進
士
、
二
首
）・
張
若
虚
（
六
六
〇
頃
〜
七
二
〇
頃
）、
晩
唐
の
温
庭
筠
の
計
七
首
を
収
録
す
る
。
ま
ず
煬
帝
の
二
首
を
挙
げ
る）16
（
。
暮
江
平
不
動　
暮
江　
平
ら
か
に
し
て
動
か
ず
春
花
滿
正
開　
春
花　
満
ち
て
正
に
開
く
流
波
將
月
去　
流
波　
月
を
将
て
去
り
潮
水
帶
星
來　
潮
水　
星
を
帯
び
て
来
た
る 
（「
其
一
」） 
夜
露
含
花
氣　
夜
露　
花
気
を
含
み
春
潭
瀁
月
暉　
春
潭　
月
暉
を
瀁ただよわ
す
漢
水
逢
遊
女　
漢
水　
遊
女
に
逢
い
湘
川
値
兩
妃　
湘
川　
両
妃
に
値
う 
（「
其
二
」）
「
其
一
」
は
四
句
全
て
が
叙
景
で
構
成
さ
れ
る
。
暮
れ
ゆ
く
長
江
の
水
面
は
平
ら
か
で
波
も
立
た
ず
、
春
の
花
は
今
を
盛
り
と
咲
き
ほ
こ
る
。
流
れ
る
波
は
月
の
光
と
と
も
に
去
り
ゆ
き
、
潮
水
が
星
明
か
り
を
連
れ
て
満
ち
て
く
る
。「
春
」「
江
」「
花
」「
月
」
の
語
を
全
て
含
み
、
夕
暮
れ
か
ら
星
の
瞬
き
始
め
る
時
間
を
と
ら
え
て
「
夜
」
を
表
現
し
て
い
る
。「
其
二
」
は
、「
其
一
」
と
は
違
い
「
江
」
の
字
の
7 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
み
が
含
ま
れ
な
い
。
夜
露
は
花
の
香
り
を
帯
び
、
春
の
水
辺
に
は
月
の
輝
き
が
漂
う
。
漢
水
で
は
「
南
に
喬
木
有
り
、休
息
す
べ
か
ら
ず
。
漢
に
游
女
有
り
、
求
思
す
べ
か
ら
ず
」（
南
有
喬
木
、
不
可
休
息
。
漢
有
游
女
、
不
可
求
思
）
と
『
毛
詩
』「
周
南　
漢
広）17
（
」
に
詠
ま
れ
る
「
遊
女
」
に
出
会
い
、
湘
川
で
は
舜
の
後
を
追
っ
て
入
水
し
た
娥
皇
・
女
英
の
「
両
妃
」
に
出
会
う
。「
其
二
」
で
は
叙
景
に
止
ま
ら
ず
、
「
江
」
に
関
わ
る
「
遊
女
」
と
「
両
妃
」
と
を
登
場
さ
せ
て
、
月
明
か
り
の
中
で
の
神
女）18
（
と
の
邂
逅
を
描
い
て
い
る
。
諸
葛
穎
の
作
は
、
煬
帝
と
同
じ
く
五
言
四
句
で
あ
る
。
花
帆
渡
柳
浦　
花
帆　
柳
浦
を
渡
り
結
纜
隱
梅
洲　
纜
を
結
ん
で　
梅
洲
に
隠
る
月
色
含
江
樹　
月
色　
江
樹
を
含
み
花
影
覆
船
樓　
花
影　
船
楼
を
覆
う
煬
帝
の
「
其
一
」
と
同
じ
く
叙
景
の
句
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、「
江
」
を
渡
る
船
の
上
か
ら
春
の
夜
の
情
景
を
描
く
点
が
異
な
る
。
花
の
よ
う
に
美
し
い
帆
は
柳
の
生
い
茂
る
入
江
を
渡
り
、
と
も
づ
な
を
結
ん
で
梅
の
薫
る
中
洲）19
（
に
停
泊
す
る
。
月
明
か
り
は
両
岸
の
樹
々
を
一
面
に
照
ら
し
出
し
、
花
の
影
が
船
の
楼
を
覆
う
。
諸
葛
穎
の
作
は
煬
帝
の
作
と
は
違
い
、
第
二
句
の
「
梅
洲
に
隠
る
」
と
い
う
表
現
を
ふ
ま
え
た
上
で
第
四
句
の
「
花
影　
船
楼
を
覆
う
」
へ
と
続
く
こ
と
で
、
視
覚
だ
け
で
は
な
く
嗅
覚
、
舟
を
囲
繞
す
る
花
の
香
り
が
、
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
張
子
容
の
二
首
は
、
ど
ち
ら
も
五
言
六
句
で
あ
る
。　
林
花
發
岸
口　
林
花　
岸
口
に
発
し
氣
色
動
江
新　
気
色　
江
を
動
か
し
て
新
た
な
り
此
夜
江
中
月　
此
の
夜　
江
中
の
月
流
光
花
上
春　
流
光　
花
上
の
春
分
明
石
潭
裏　
分
明
な
り　
石
潭
の
裏
宜
照
浣
紗
人　
宜
し
く
照
ら
す
べ
し　
浣
紗
の
人
を
 
（「
其
一
」）
交
甫
憐
瑤
佩　
交
甫　
瑶
佩
を
憐
し
み
仙
妃
難
重
期　
仙
妃　
重
ね
て
は
期
し
難
し
沉
綠
江
晩　
沈
沈
た
り　
緑
江
の
晩
惆
悵
碧
雲
姿　
惆
悵
た
り　
碧
雲
の
姿
初
逢
花
上
月　
初
め
て
逢
う　
花
上
の
月
言
是
弄
珠
時　
言
う
是
れ　
珠
を
弄
ぶ
の
時 
（「
其
二
」）
「
其
一
」は
末
聯
で
、煌
々
と
輝
く
月
の
光
は「
石
潭
の
裏
」で「
紗
」
を
「
浣あら
」
う
「
人
」
を
照
ら
す
の
が
相
応
し
い
と
、
西
施
を
連
想
さ
せ
る
美
し
い
女
性
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
徴
的
な
作
品
は
「
其
二
」
で
あ
る
。
初
句
の
「
交
甫
」
は
、『
文
選
』
巻
一
二
の
郭
璞
（
二
七
六
〜
三
二
四
）「
江
賦
」
第
三
二
一
句
「
交
甫
の
珮
を
喪
う
に
感
ず
」（
感
交
甫
之
喪
珮
）
の
李
善
注
に
、「
韓
詩
内
伝
に
曰
く
、
鄭
交
甫　
彼
の
漢
皐
台
に
遵したがい
て
下
に
二
女
に
遇
う
。
与とも
に
8
言
い
て
曰
く
、
願
わ
く
ば
子
の
珮
を
請
わ
ん
、
と
。
二
女　
交
甫
に
与
う
。
交
甫
受
け
て
之
を
懐
に
す
る
に
、
超
然
と
し
て
去
る
こ
と
十
歩
。
循
い
て
之
を
探
す
も
即
ち
亡
き
な
り
。
二
女
を
廻
顧
す
る
も
亦
た
即
ち
亡
き
な
り
」（
韓
詩
内
傳
曰
、鄭
交
甫
遵
彼
漢
皐
臺
下
遇
二
女
。
與
言
曰
、
願
請
子
之
珮
。
二
女
與
交
甫
。
交
甫
受
而
懐
之
、
超
然
而
去
十
歩
。
循
探
之
即
亡
矣
。
廻
顧
二
女
亦
即
亡
矣
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
聯
で
「
仙
妃
」
と
の
出
会
い
と
別
れ
か
ら
詠
い
起
こ
し
、
次
聯
で
「
惆
悵
」
と
い
う
悲
哀
の
相
を
帯
び
た
夜
の
情
景
を
描
き
出
し
、
末
聯
で
「
仙
妃
」
に
出
会
っ
た
春
の
月
夜
の
回
想
に
戻
り
、「
珠
を
弄
ぶ
の
時
」
と
、
初
句
の
「
瑶
佩
」
に
対
応
さ
せ
る
形
で
詠
い
収
め
て
い
る
。
神
女
と
の
遭
遇
を
描
く
の
は
煬
帝
の
「
其
二
」
と
共
通
す
る
が
、
張
子
容
の
「
其
二
」
で
は
出
会
い
―
別
れ
―
現
在
―
過
去
と
、
詩
の
時
間
構
成
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
初
句
と
末
句
の
呼
応
と
い
う
技
巧
に
も
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
張
若
虚
の
作
は
全
三
十
六
句
の
長
編
で
あ
る
た
め
、
原
文
の
み
を
示
し
、
内
容
の
ま
と
ま
り
毎
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
1 
春
江
潮
水
連
海
平
、
海
上
明
月
共
潮
生
。
灩
隨
波
千
萬
里
、
　
何
處
春
江
無
月
明
。
江
流
宛
轉
遶
芳
甸
、
月
照
花
林
皆
似
霰
。
7 
空
裏
流
霜
不
覺
飛
、
汀
上
白
沙
看
不
見
。
江
天
一
色
無
纖
塵
、
　
皎
皎
空
中
孤
月
輪
。
江
畔
何
人
初
見
月
、
江
月
何
年
初
照
人
。
13 
人
生
代
代
無
窮
已
、
江
月
年
年
望
相
似
。
不
知
江
月
待
何
人
、
　
但
見
長
江
送
流
水
。
白
雲
一
片
去
悠
悠
、
靑
楓
浦
上
不
勝
愁
。
19 
誰
家
今
夜
扁
舟
子
、
何
處
相
思
明
月
樓
。
可
憐
樓
上
月
徘
回
、
　
應
照
離
人
妝
鏡
臺
。
玉
戶
簾
中
卷
不
去
、
擣
衣
砧
上
拂
還
來
。
25 
此
時
相
望
不
相
聞
、
願
逐
月
華
流
照
君
。
鴻
雁
長
飛
光
不
度
、
　
魚
龍
潛
躍
水
成
文
。
昨
夜
閑
潭
夢
落
花
、
可
憐
春
半
不
還
家
。
31 
江
水
流
春
去
欲
盡
、
江
潭
落
月
復
西
斜
。
斜
月
沉
藏
海
霧
、
　
碣
石
瀟
湘
無
限
路
。
不
知
乘
月
幾
人
歸
、
落
月
搖
情
滿
江
樹
。
初
句
か
ら
第
十
句
ま
で
は
、
満
ち
て
ゆ
く
潮
と
と
も
に
上
り
ゆ
く
月
の
光
が
、「
空
裏
の
流
霜
」
も
「
汀
上
の
白
沙
」
も
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
、「
千
万
里
」
の
彼
方
ま
で
「
纖
塵
」
一
つ
な
く
白
「
一
色
」
に
染
め
上
げ
て
い
る
情
景
を
描
く
。
第
十
一
句
か
ら
第
十
六
句
ま
で
は
、
第
十
句
「
空
中
の
孤
月
輪
」
か
ら
地
上
で
見
つ
め
照
ら
さ
れ
る
人
間
の
側
に
視
点
を
移
し
、代
々
続
く
「
人
生
」
の
営
み
と
年
々
同
じ
「
江
月
」
の
情
景
と
が
、
と
も
に
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
と
し
て
詠
わ
れ
る
。
第
十
八
句
で
「
愁
い
に
勝
え
ず
」
と
人
間
側
の
心
情
に
初
め
て
触
れ
た
後
、
別
離
の
情
を
抱
く
「
扁
舟
の
子
」
と
「
明
月
の
楼
」
で
夫
を
待
つ
「
離
人
」
と
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、「
千
万
里
」
に
遍
在
す
る
月
の
光
と
空
間
的
距
離
に
隔
て
ら
れ
た
人
間
と
が
対
比
さ
れ
る
。
第
二
十
九
・
三
十
句
か
ら
は
「
昨
夜
」「
落
花
」「
春
半
ば
に
し
て
」「
春
を
流
し　
去
り
て
尽
き
ん
と
欲
す
」「
落
月　
復
た
西
に
斜
め
な
り
」
と
、
人
間
が
空
間
の
み
な
ら
ず
時
間
に
も
縛
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
暮
れ
ゆ
く
春
と
沈
み
ゆ
く
月
と
を
通
し
て
描
き
出
す
。
第
三
十
四
句
「
無
限
の
路
」
を
帰
る
こ
と
も
で
き
ず
「
斜
月
」
9 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
は
「
海
霧
」
の
彼
方
に
見
え
な
く
な
り
、
月
明
か
り
の
中
に
帰
る
人
は
幾
人
い
よ
う
か
と
思
う
と
き
、「
落
月
」
は
人
の
情
を
揺
る
が
し
て
「
江
樹
」
に
満
ち
る
、
と
詠
い
収
め
て
い
る
。
張
若
虚
の
作
で
は
、
張
子
容
の
「
其
二
」
と
同
じ
く
別
離
が
叙
景
と
と
も
に
詩
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
張
子
容
の
作
に
登
場
す
る
の
が
「
仙
妃
」
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
張
若
虚
の
作
で
は
「
扁
舟
の
子
」「
離
人
」
と
い
う
人
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
空
間
的
時
間
的
な
局
在
性
が
足
枷
と
な
っ
て
、「
千
万
里
」
を
照
ら
し
出
し
「
年
年　
望
み
相
い
似
た
り
」
と
い
う
遍
在
性
と
永
遠
性
を
有
す
る
月
と
の
対
比
が
際
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
温
庭
筠
以
前
の
「
春
江
花
月
夜
」
六
首
を
検
討
し
た
。
煬
帝
か
ら
張
若
虚
ま
で
に
、時
間
構
成
と
技
巧
の
複
雑
化
、「
春
」の「
江
」
に
「
花
」
さ
く
「
月
」
の
「
夜
」
の
叙
景
か
ら
男
女
の
交
情
と
別
離
、
神
女
へ
の
連
想
か
ら
月
と
人
の
対
比
へ
と
、
内
容
に
も
変
化
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、「
春
江
花
月
夜
」
を
詠
史
の
形
で
綴
っ
た
作
は
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
春
江
花
月
夜
」と
い
う
楽
府
題
で
あ
え
て
煬
帝
の
事
跡
を
詠
じ
る
こ
と
で
、
温
庭
筠
は
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
　
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
情
景
表
現
前
章
で
の
「
龍
舟
」
を
中
心
と
し
た
煬
帝
の
形
象
と
「
春
江
花
月
夜
」
先
行
諸
作
品
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
こ
の
章
で
は
、
第
一
節
で
第
八
句
「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」、
第
二
節
で
第
十
四
句
の
「
天
鶏
」
と
第
十
八
句
の
「
夢
魂
」
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
情
景
表
現
の
特
色
を
検
討
す
る
。
三
ー
一
　「
連
天
展
盡
金
芙
蓉
」
を
ど
う
読
む
か
ま
ず
「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
全
文
を
挙
げ
る）20
（
。
1
玉
樹
歌
闌
海
雲
黑　
玉
樹
の
歌
闌
わ
に
し
て　
海
雲
黒
く
　
花
庭
忽
作
靑
蕪
國　
花
庭
忽
ち
作な
る　
青
蕪
の
国
　
秦
淮
有
水
水
無
情　
秦
淮　
水
有
る
も　
水
に
情
無
く
　
還
向
金
陵
漾
春
色　
還
た
金
陵
に
向
い
て　
春
色
を
漾
わ
す
5
楊
家
二
世
安
九
重　
楊
家
の
二
世　
九
重
に
安
ん
じ
　
不
御
華
芝
嫌
六
龍　
華
芝
を
御
せ
ず　
六
龍
を
嫌
う
　
百
幅
錦
帆
風
力
滿　
百
幅
の
錦
帆　
風
力
満
ち
　
連
天
展
盡
金
芙
蓉　
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
9
珠
翠
丁
星
復
明
滅　
珠
翠
丁
星　
復
た
明
滅
　
龍
頭
劈
浪
哀
笳
發　
龍
頭　
浪
を
劈
き　
哀
笳
発
す
　
千
里
涵
空
澄
水
魂　
千
里　
空
を
涵
し　
水
魂
澄
み
　
萬
枝
破
鼻
團
香
雪　
万
枝　
鼻
を
破
り　
香
雪
団あつ
む
13
漏
轉
霞
高
滄
海
西　
漏
転
じ
霞
は
高
し　
滄
海
の
西
　
玻
璃
枕
上
聞
天
雞　
玻
璃
枕
上　
天
鶏
を
聞
く
　
蠻
絃
代
雁
曲
如
語　
蛮
絃
代
雁　
曲
語
る
が
如
く
10
　
一
醉
昏
昏
天
下
迷　
一
酔
昏
昏
と
し
て　
天
下
迷
う
17
四
方
傾
動
煙
塵
起　
四
方
傾
動
し　
煙
塵
起
こ
る
も
　
猶
在
濃
香
夢
魂
裏　
猶
お
在
り　
濃
香　
夢
魂
の
裏
　
後
主
荒
宮
有
曉
鶯　
後
主
の
荒
宮　
暁
鶯
有
り
　
飛
來
只
隔
西
江
水　
飛
来
し
只
だ
隔
つ　
西
江
の
水
陳
の
廃
墟
か
ら
説
き
起
こ
し
、
繁
栄
を
極
め
た
隋
の
滅
亡
を
詠
ん
だ
作
で
あ
る
。
六
朝
陳
の
退
廃
的
な
歌
で
あ
っ
た
「
玉
樹
後
庭
歌
」
が
盛
り
を
過
ぎ
て
尽
き
よ
う
と
す
る
と
き
、
国
家
の
命
運
に
は
黒
き
「
海
雲
」
が
立
ち
込
め）21
（
、
花
咲
く
陳
の
宮
苑
は
た
ち
ま
ち
雑
草
の
生
い
茂
る
廃
墟
と
な
っ
た
（
第
一
聯
）。
か
つ
て
秦
の
始
皇
帝
が
開
鑿
し
た
と
い
う
秦
淮
河
の
水
は
情
も
無
く
、
金
陵
に
向
か
っ
て
再
び
蕩
搖
た
る
春
の
気
配
を
漂
わ
せ
る
（
第
二
聯
）。
隋
文
帝
の
息
子
楊
広
は
天
子
の
宮
殿
に
安
住
し
、
六
頭
の
駿
馬
に
引
か
れ
た
天
子
の
御
華
蓋
に
乗
る
こ
と
は
厭
っ
た
（
第
三
聯
）。
第
七
句
か
ら
第
十
二
句
で
は
、
煬
帝
が
豪
奢
な
遊
蕩
に
耽
っ
た
こ
と
が
詠
わ
れ
る
。
第
九
句
の
「
丁
星
」
は
『
全
唐
詩
』
で
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
畳
韻
語
で
あ
り
、
双
声
語
の
「
明
滅
」（
視
覚
）
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
丁
」
は
畳
字
「
丁
丁
」
で
音
声
を
形
容
す
る
こ
と
か
ら
、
第
九
句
は
、（
女
性
の
装
身
具
で
あ
る
）
真
珠
と
翡
翠
が
響
き
合
い
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
、
と
読
み
う
る
。
第
十
一
句
の
「
水
魂
」
も
『
全
唐
詩
』
で
他
に
用
例
が
な
く
、劉
学
鍇
氏
は
「
水
中
精
怪）22
（
」、
劉
斯
翰
氏
は
「
月
亮）23
（
」
と
し
、
解
釈
が
分
か
れ
る
。
他
に
月
の
表
現
が
な
い
こ
と
、
第
六
聯
は
緊
密
な
対
句
を
構
成
し
て
お
り
、
後
句
の
「
鼻
を
破
り
」
の
主
語
が
「
香
雪
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
空
を
涵
し
」
の
主
語
は
「
水
魂
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、皮
日
休
（
八
三
四
頃
〜
八
八
三
頃
）
に
「
添
魚
具
詩　
篛
笠
」
初
句
「
円
か
に
し
て
月
魂
を
写
す
に
似
た
り
」（
圓
似
寫
月
魂
）、「
茶
中
雜
詠　
茶
甌
」
第
三
句
「
円
か
に
し
て
月
魂
の
堕
つ
る
に
似
た
り
」（
圓
似
月
魂
墮
）
と
い
う
用
例
の
あ
る
こ
と
か
ら）24
（
、本
稿
で
は
劉
斯
翰
氏
の
説
を
採
る
。
第
六
聯
は
、
千
里
の
彼
方
ま
で
空
を
映
し
出
し
て
円
か
な
月
が
水
面
に
澄
み
渡
り
、
無
数
の
枝
々
に
鼻
を
衝
い
て
香
し
く
雪
の
よ
う
に
白
い
花
が
群
が
り
咲
く
、
と
解
釈
さ
れ
る
。
第
七
聯
に
至
り
、
煬
帝
の
滅
亡
が
暗
示
さ
れ
る
。
漏
刻
は
改
ま
り
「
滄
海
の
西
」
に
は
「
霞
」
が
立
ち
込
め
、「
玻
璃
」
の
枕
に
「
天
鶏
」
の
声
が
響
い
た
。
南
方
と
北
方
の
弦
楽
器
の
奏
で
る
曲
は
語
り
か
け
て
く
る
が
如
く
、煬
帝
は
ひ
と
た
び
「
酔
」
っ
て
昏
々
と
し）25
（
、「
天
下
」
は
方
向
を
見
失
っ
た
（
第
八
聯
）。「
四
方
」
で
反
乱
が
起
こ
り
「
煙
塵
」
が
巻
き
起
こ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
煬
帝
は
な
お
、「
濃
香
」
た
る
夢
の
う
ち
に
浸
っ
て
い
た
（
第
九
聯
）。
陳
の
後
主
の
荒
れ
果
て
た
宮
殿
に
は
「
暁
鶯
」
が
住
ま
い
、「
西
江
」
を
越
え
て
飛
ん
で
い
く
の
は
、
か
つ
て
煬
帝
の
住
ん
だ
江
都
の
廃
墟
（
末
聯
）。
こ
の
楽
府
に
つ
い
て
、『
中
晩
唐
詩
叩
弾
集
』の
杜
庭
珠
の
按）26
（
に
は
、
「
起
と
訖
は
倶
に
後
主
の
事
を
用
う
。
金
陵
と
広
陵
は
、
江
を
隔
て
て
相
い
望
む
。
義
山
の
隋
宮
の
詩
と
結
語　
意
を
同
じ
く
す
。
謂
う
11 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
所
は
後
人　
之
を
哀
し
め
ど
も
、
之
を
鑒
み
ざ
る
な
り
」（
起
訖
倶
用
後
主
事
。
金
陵
廣
陵
、
隔
江
相
望
。
與
義
山
隋
宮
詩
結
語
同
意
。
所
謂
後
人
哀
之
、而
不
鑒
之
也
）
と
あ
り
、李
商
隠
の
作
で
あ
る
「
隋
宮
」
と
並
べ
て
い
る
。
ま
た
、劉
学
鍇
氏
が
箋
評
に
て
引
く
賀
裳
「
載
酒
園
詩
話
又
編）27
（
」
は
、
第
四
聯
「
百
幅
の
錦
帆　
風
力
満
ち
、
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
に
つ
い
て
、
や
は
り
「
隋
宮
」
と
比
較
し
て
、
作
品
の
優
劣
を
論
じ
て
い
る
。「
隋
宮
」
を
挙
げ
る）28
（
。
1
紫
泉
宮
殿
鎖
煙
霞　
紫
泉
の
宮
殿　
煙
霞
に
鎖
さ
れ
　
欲
取
蕪
城
作
帝
家　
蕪
城
を
取
り
て
帝
家
と
作
さ
ん
と
欲
す
　
玉
璽
不
緣
歸
日
角　
玉
璽　
日
角
に
帰
す
る
に
縁
ら
ざ
れ
ば
　
錦
帆
應
是
到
天
涯　
錦
帆　
応
に
是
れ
天
涯
に
到
る
べ
し
5
于
今
腐
草
無
螢
火　
今
に
于
て　
腐
草
に
蛍
火
無
く
　
終
古
垂
楊
有
暮
鴉　
終
古　
垂
楊
に
暮
鴉
有
り
　
地
下
若
逢
陳
後
主　
地
下
に
若
し
陳
後
主
に
逢
わ
ば
　
豈
宜
重
問
後
庭
花　
 
豈
に
宜
し
く
重
ね
て
後
庭
花
を
問
う
べ
け
ん
や
賀
裳
が
比
較
対
象
と
す
る
の
は
、「
隋
宮
」
の
頷
聯
「
玉
璽　
日
角
に
帰
す
る
に
縁
ら
ざ
れ
ば
、錦
帆　
応
に
是
れ
天
涯
に
到
る
べ
し
」
で
あ
る
。
賀
裳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
溫
不
如
李
、亦
時
有
彼
此
互
勝
者
。
如
義
山
「
隋
宮
」
詩
「
玉
璽
不
緣
歸
日
角
、
錦
帆
應
是
到
天
涯
」、
飛
卿
「
春
江
花
月
夜
」
曰
「
百
幅
錦
帆
風
力
滿
、
連
天
展
盡
金
芙
蓉
」
雖
極
力
描
寫
豪
奢
、
不
及
李
語
更
能
狀
其
無
涯
之
慾
。
　
温
は
李
に
如
か
ざ
れ
ど
も
、
亦
た
時
に
彼
此
互
い
に
勝
る
者
有
り
。
義
山
の
「
隋
宮
」
詩
「
玉
璽　
日
角
に
帰
す
る
に
縁
ら
ざ
れ
ば
、
錦
帆　
応
に
是
れ
天
涯
に
到
る
べ
し
」
の
如
き
は
、
飛
卿
「
春
江
花
月
夜
」
に
「
百
幅
の
錦
帆　
風
力
満
ち
、
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
と
曰
い
、
力
を
極
め
て
豪
奢
を
描
写
す
る
と
雖
も
、
李
の
語
の
更
に
能
く
其
の
無
涯
の
慾
を
状かた
ど
る
に
及
ば
ず
。
賀
裳
の
い
う
「
無
涯
の
慾
」
と
は
、「
際
限
の
な
い
欲
望
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
本
敏
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
李
商
隠
の
詩
で
は
「
も
し
玉
璽
（
政
権
）
が
日
角
（
唐
の
高
祖
）
に
帰
す
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
」
と
い
う
仮
定
が
強
く
働
い
て
お
り）29
（
、
煬
帝
の
乗
る
錦
帆
の
龍
舟
は
天
の
果
て
ま
で
も
至
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
、
と
、
煬
帝
の
「
無
涯
の
慾
」
の
空
間
的
な
限
り
の
な
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
温
庭
筠
は
、
百
幅
の
錦
帆
に
風
は
満
ち
満
ち
て
、
天
の
果
て
ま
で
金
の
芙
蓉
が
開
き
尽
く
す
、
と
、
龍
舟
の
率
い
る
船
団
の
果
て
し
な
く
続
く
様
子
を
描
く
。
し
か
し
、
こ
の
聯
は
「
力
を
極
め
て
豪
奢
を
描
写
」
し
た
だ
け
か
、
李
商
隠
の
「
天
涯
に
到
る
」
と
同
じ
く
、「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す
」
は
空
間
的
な
「
無
涯
の
慾
」
を
描
く
の
み
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
金
芙
蓉
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
語
は
一
体
何
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
注
釈
者
に
よ
っ
て
、「
金
芙
蓉
」
の
解
釈
に
は
違
い
が
あ
る
。
劉
12
学
鍇
氏
は
、「
恐
ら
く
暗
に
南
斉
の
後
主
の
『
金
を
鑿
ち
て
蓮
花
を
為
り
以
て
地
に
帖
し
、
潘
妃
を
し
て
其
の
上
を
行
か
し
め
、
曰
く
、
此
れ
歩
歩
に
蓮
華
を
生
ず
る
な
り
、
と
』
と
い
う
典
故
を
用
い
て
、
煬
帝
が
豪
奢
を
き
わ
め
尽
く
す
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
或
い
は
金
芙
蓉
で
美
麗
な
嬪
御
や
皇
妃
を
喩
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（
疑
暗
用
南
齊
後
主
，『
鑿
金
爲
蓮
花
以
帖
地
，
令
潘
妃
行
其
上
，
曰
，
此
歩
歩
生
蓮
華
也
』
之
事
，
謂
煬
帝
展
盡
豪
奢
。
或
以
金
芙
蓉
代
指
美
麗
的
嬪
妃
）
と
解
釈
し）30
（
、
劉
斯
翰
氏
は
、「
数
百
幅
の
錦
帆
が
い
っ
せ
い
に
張
ら
れ
、
春
風
を
一
杯
に
受
け
て
進
発
す
る
と
き
、
あ
た
か
も
咲
き
あ
ふ
れ
る
金
色
の
芙
蓉
が
水
平
線
に
向
か
っ
て
揺
ら
め
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」（
當
那
數
百
幅
錦
帆
一
齊
扯
起
，
鼓
滿
了
春
風
進
發
，
恍
如
朶
朶
盛
開
的
金
色
芙
蓉
飄
向
天
際
）
と
述
べ
て
い
る）31
（
。
「
金
芙
蓉
」
は
、
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
を
除
く
と
、『
全
唐
詩
』
で
三
例
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、
李
白
に
「
送
温
処
士
帰
黄
山
白
鵝
峰
旧
居
」
第
二
聯
「
丹
崖　
石
柱
を
夾
む
、
菡
萏　
金
芙
蓉
」（
丹
崖
夾
石
柱
、
菡
萏
金
芙
蓉
）、「
登
廬
山
五
老
峰
」
初
聯
「
廬
山
の
東
南　
五
老
峰
、青
天
削
り
出
だ
す　
金
芙
蓉
」（
廬
山
東
南
五
老
峰
、
靑
天
削
出
金
芙
蓉
）
の
二
例
が
あ
り）32
（
、
い
ず
れ
も
山
容
の
秀
麗
な
様
子
を
表
現
す
る
。こ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
金
芙
蓉
」
は
「
錦
帆
」
の
華
麗
な
様
子
を
喩
え
て
い
る
と
す
る
劉
斯
翰
氏
の
解
釈
が
妥
当
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
李
商
隠
「
李
肱
所
遺
画
松
詩
書
両
紙
得
四
十
韻
」
の
第
三
十
七
聯
に
「
口
に
は
詠
ず　
玄
雲
の
歌
、手
に
は
把
る　
金
芙
蓉
」
（
口
詠
玄
雲
歌
、
手
把
金
芙
蓉
）
と
い
う
注
目
す
べ
き
用
例
が
あ
る）33
（
。
下
句
に
つ
い
て
、
馮
浩
は
「
此
れ
則
ち
是
れ
仙
を
学
ぶ
の
語
」（
此
則
是
學
仙
語
）
と
注
し）34
（
、李
白
の
巻
一
四
「
廬
山
謡
寄
廬
侍
御
虚
舟
」
第
二
十
七
句
「
手
に
芙
蓉
を
把
り
て
玉
京
に
朝
す
」（
手
把
芙
蓉
朝
玉
京
）
を
引
く
。「
金
芙
蓉
」
が
賀
裳
の
い
う
「
豪
奢
」
を
演
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
神
仙
的
な
意
味
を
も
含
む
も
の
だ
と
す
れ
ば
、「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
は
、
地
上
的
世
界
を
離
れ
た
虚
構
空
間
へ
の
移
行
を
表
す
、
と
も
読
め
る
。
芦
立
一
郎
氏
は
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る）35
（
。
　
第
五
句
以
降
歌
わ
れ
る
煬
帝
の
船
旅
で
あ
る
が
、
比
喩
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
天
空
に
舞
い
上
が
る
、
い
わ
ば
宇
宙
遊
行
に
も
擬
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
の
時
間
空
間
の
枠
組
み
を
逸
脱
し
て
、
遊
仙
的
な
場
に
向
う
。
そ
こ
に
い
わ
れ
る
千
里
な
ど
の
距
離
は
、
も
は
や
当
然
此
岸
の
距
離
の
表
現
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
で
は
、
第
八
句
「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
を
起
点
と
し
て
、
外
界
と
は
隔
絶
さ
れ
た
煬
帝
を
取
り
巻
く
別
の
世
界
が
立
ち
上
が
り
、
そ
れ
が
第
九
句
か
ら
第
十
二
句
ま
で
の
情
景
に
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
金
芙
蓉
」
に
は
六
朝
楽
府
の
系
譜
に
基
づ
い
た
別
の
用
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
六
朝
民
歌
、特
に
『
楽
府
詩
集
』「
清
商
曲
辞
」
13 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
に
収
め
る
「
子
夜
歌
」
等
に
見
ら
れ
る
、
相
関
語
を
暗
示
さ
せ
る
用
法
で
あ
る
。『
楽
府
詩
集
』
巻
四
四
「
清
商
曲
辞
一　
呉
声
歌
曲
一
」
に
収
め
る
「
子
夜
歌
四
十
二
首
」
の
「
其
四
十
」
を
挙
げ
る
。
寢
食
不
相
忘　
　
寝
食　
相
い
忘
れ
ず
同
坐
復
倶
起　
　
同
じ
く
坐
し
て　
復
た
倶
に
起
つ
玉
藕
金
芙
蓉　
　
玉
藕　
金
芙
蓉
無
稱
我
蓮
子　
　
我
が
蓮
子
に
称
う
無
し
こ
の
歌
に
つ
い
て
、王
運
熙
「
論
呉
声
西
曲
与
諧
音
双
関
語
」
は
、
「（
三
）
混
合
双
関
語
」
に
て
「
以
『
蓮
子
』
諧
『
憐
子
』」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る）36
（
。
玉
の
ハ
ス
の
根
で
も
金
の
ハ
ス
の
花
で
も
、
わ
た
し
の
ハ
ス
、
い
と
し
い
あ
な
た
に
は
か
な
わ
な
い
。
こ
の
「
金
芙
蓉
」
は
、六
朝
の
艶
情
詩
へ
の
連
想
を
誘
う
と
同
時
に
、そ
れ
が
「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す
」
さ
ま
は
、「
遊
仙
的
な
場
に
向
う
」
の
と
は
異
な
る
意
味
で
、
煬
帝
を
取
り
巻
く
詩
的
情
景
の
枠
組
み
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
王
運
熙「
論
呉
声
西
曲
与
諧
音
双
関
語
」
か
ら
、「
子
夜
夏
歌
」
の
例
を
挙
げ
る）37
（
。
盛
暑
非
遊
節　
　
盛
暑　
遊
節
に
非
ず
百
慮
相
纏
綿　
　
百
慮　
相
い
纏
綿
す
泛
舟
芙
蓉
湖　
　
舟
を
泛
ぶ　
芙
蓉
の
湖
散
思
蓮
子
間　
　
散
思
す　
蓮
子
の
間
「
芙
蓉
」
の
湖
に
舟
を
浮
か
べ
て
、「
蓮
子
の
間
」
に
思
い
を
彷
徨
わ
せ
る
。
そ
れ
は
「
盛
暑
」
の
た
め
思
う
よ
う
に
会
え
ず
「
相
い
纏
綿
」
す
る
、「
蓮
子
」
へ
の
「
百
慮
」、
内
向
す
る
恋
情
に
他
な
ら
な
い
。「
其
四
十
」
と
同
じ
く
、
歌
に
表
現
さ
れ
る
の
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
関
係
、
恋
人
同
士
の
密
か
な
交
情
で
あ
る
。「
金
芙
蓉
」
は
、
集
団
的
世
界
を
離
れ
た
艶
情
へ
の
契
機
を
示
唆
す
る
、
と
読
め
る
。
遊
仙
と
艶
情
と
を
暗
示
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
、
地
上
的
世
界
か
ら
の
離
脱
。「
春
江
花
月
夜
詞
」
第
八
句
「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
表
現
意
図
を
ふ
ま
え
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
六
聯
の
「
千
里　
空
を
涵
し　
水
魂
澄
み
、
万
枝　
鼻
を
破
り　
香
雪
団
む
」
と
い
う
月
の
光
と
花
の
香
り
と
に
満
た
さ
れ
た
情
景
は
、
第
二
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
張
若
虚
の
作
と
諸
葛
穎
の
作
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
温
庭
筠
の
作
で
は
、
単
純
な
叙
景
で
は
な
く
、
遊
仙
と
艶
情
と
が
織
り
込
ま
れ
た
、
煬
帝
の
「
夢
魂
」
が
沈
む
別
世
界
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三
ー
二
　「
天
鶏
」
と
「
夢
魂
」
の
意
味
す
る
も
の
次
に
、
第
十
四
句
「
玻
璃
枕
上　
天
鶏
を
聞
く
」
の
「
天
鶏
」
と
第
十
八
句
「
猶
お
在
り　
濃
香　
夢
魂
の
裏
」
の
「
夢
魂
」
に
注
目
し
て
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
特
徴
を
引
き
続
き
探
っ
て
み
る
。
温
庭
筠
に
は
、
第
一
章
で
触
れ
た
「
鶏
鳴
埭
曲
」
と
い
う
長
編
詠
史
楽
府
が
あ
る
が
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
と
同
じ
く
「
鶏
鳴
埭
曲
」
に
も
、「
夢
」
と
そ
れ
を
破
る
天
鶏
の
「
一
声
」
と
が
登
場
す
る
。
14
1
南
朝
天
子
射
雉
時　
南
朝
の
天
子　
雉
を
射
る
の
時
　
銀
河
耿
耿
星
參
差　
銀
河
耿
耿
と
し
て　
星
参
差
た
り
　
銅
壺
漏
斷
夢
初
覺　
銅
壺　
漏
断
え
て　
夢
初
め
て
覚
め
　
寶
馬
塵
高
人
未
知　
宝
馬　
塵
高
く
し
て　
人
未
だ
知
ら
ず
5
魚
躍
蓮
東
蕩
宮
沼　
魚
は
蓮
東
に
躍
り　
宮
沼
を
蕩
か
し
　
濛
濛
御
柳
懸
棲
鳥　
濛
濛
た
る
御
柳　
棲
鳥
を
懸
く
　
紅
妝
萬
戸
鏡
中
春　
紅
妝　
万
戸　
鏡
中
春
な
り
　
碧
樹
一
聲
天
下
曉　
碧
樹　
一
声　
天
下
暁
く
9
盤
踞
勢
窮
三
百
年　
盤
踞　
勢
窮
ま
る　
三
百
年
　
朱
方
殺
氣
成
愁
煙　
朱
方
の
殺
気　
愁
煙
を
成
す
　
彗
星
拂
地
浪
連
海　
彗
星　
地
を
払
い
て　
浪　
海
に
連
な
り
　
戰
鼓
渡
江
塵
漲
天　
戦
鼓　
江
を
渡
り
て　
塵　
天
に
漲
る
13
繡
龍
畫
雉
填
宮
井　
繡
龍
画
雉　
宮
井
を
填
め
　
野
火
風
驅
燒
九
鼎　
野
火　
風
駆
り
て　
九
鼎
を
焼
く
　
殿
巣
江
燕
砌
生
蒿　
殿
に
江
燕
巣
く
い　
砌
に
蒿
生
じ
　
十
二
金
人
霜
炯
炯　
十
二
金
人　
霜
炯
炯
た
り
17
芊
綿
平
綠
臺
城
基　
芊
綿
た
る
平
緑　
台
城
の
基
　
暖
色
春
容
荒
古
陂　
暖
色
春
容　
古
陂
荒
る
　
寧
知
玉
樹
後
庭
曲　
寧
ん
ぞ
知
ら
ん　
玉
樹
後
庭
の
曲
　
留
待
野
棠
如
雪
枝　
野
棠　
雪
の
如
き
枝
を
留
め
待
た
ん
と
は
南
朝
の
栄
華
と
滅
亡
と
を
詠
ん
だ
作
。
楽
府
題
の
「
鶏
鳴
埭
」
は
、
『
南
史
』
巻
一
一
「
列
伝
第
一　
后
妃
上）38
（
」
に
、
南
斉
の
武
帝
の
事
跡
と
し
て
、「
車
駕
数
し
ば
琅
邪
城
に
幸
し
、
宮
人
常
に
従
い
て
早
に
発
す
。
湖
北
埭
に
至
り
て
鶏
始
め
て
鳴
き
、
故
に
呼
び
て
鶏
鳴
埭
と
為
す
」（
車
駕
數
幸
琅
邪
城
、宮
人
常
從
早
發
。
至
湖
北
埭
雞
始
鳴
、
故
呼
爲
雞
鳴
埭
）
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
第
三
句
で
漏
刻
の
音
は
断
え
「
夢
」
は
覚
め
て
し
ま
っ
た
と
す
る
が
、
第
四
句
で
は
武
帝
や
付
き
従
う
宮
人
の
「
宝
馬
」
が
高
く
巻
き
上
げ
る
「
塵
」
に
覆
わ
れ
て
、
歓
楽
に
耽
る
「
人
」
は
「
未
だ
知
ら
ず
」、
ま
だ
気
づ
か
な
い
、
と
続
く
。
第
五
句
か
ら
第
七
句
ま
で
は
、
「
宮
沼
」
に
跳
ね
る
魚
、「
濛
濛
」
と
覆
い
隠
す
よ
う
に
煙
る
「
御
柳
」、
「
鏡
」
に
映
し
出
さ
れ
た
女
性
の
「
紅
妝
」
と
、
視
覚
面
か
ら
景
物
を
点
綴
す
る
こ
と
で
、
宮
中
の
春
景
色
が
表
現
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
八
句
で
「
碧
樹　
一
声　
天
下
暁
く
」
と
、
夜
の
時
間
と
夢
の
終
わ
り
を
告
げ
る
天
鶏
の
声
が
、
世
界
に
向
け
て
突
然
に
響
き
渡
る
。「
天
下
暁
く
」
は
、
王
国
良
氏
に
よ
る
と）39
（
、『
玄
中
記
』
に
「
東
南
に
桃
都
山
有
り
。
上
に
大
樹
有
り
て
、名
を
桃
都
と
曰
い
、
枝
の
相
去
る
こ
と
三
千
里
な
り
。
上
に
一
天
鶏
有
り
。
日
初
め
て
出
で
て
、
光　
此
の
木
を
照
ら
せ
ば
、
天
鶏
則
ち
鳴
き
、
群
鶏
皆
な
之
に
随
い
て
鳴
く
」（
東
南
有
桃
都
山
。
上
有
大
樹
、
名
曰
桃
都
、
枝
相
去
三
千
里
。
上
有
一
天
雞
。
日
初
出
、
光
照
此
木
、
天
雞
則
鳴
、
群
雞
皆
隨
之
鳴
）
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。
第
九
句
か
ら
第
十
四
句
で
は
、
後
主
が
虜
に
さ
れ
て
「
九
鼎
」
が
焼
か
れ
南
朝
最
後
の
陳
が
滅
亡
に
至
る
さ
ま
を
描
く
。
第
十
五
句
か
ら
末
句
で
は
、
廃
墟
と
化
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し
た
陳
の
宮
廷
が
描
写
さ
れ
、「
暖
色
春
容
」、
春
景
色
だ
け
は
滅
亡
す
る
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
あ
る
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
る
。
こ
の
楽
府
に
は
、
表
現
上
の
特
徴
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
陳
が
滅
亡
に
至
る
瞬
間
を
直
接
に
は
叙
述
せ
ず
、第
十
三
句
「
繡
龍
」「
画
雉
」
と
、
後
主
と
愛
妃
の
華
麗
な
衣
服
を
提
示
す
る
こ
と
で
視
覚
か
ら
感
覚
的
に
描
く
こ
と）40
（
、
も
う
一
つ
は
南
朝
の
栄
華
か
ら
滅
亡
に
至
る
展
開
が
そ
の
ま
ま
の
時
系
列
で
は
描
か
れ
ず
、
そ
れ
を
否
定
す
る
形
の
屈
折
的
な
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
芦
立
氏
は
、「
鶏
鳴
埭
曲
」
の
時
間
表
現
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る）41
（
。
　
時
間
の
直
線
的
な
展
開
を
阻
害
す
る
措
辞
が
窺
え
る
よ
う
に
思
う
。（
中
略
）「
銅
壺
、
漏
断
え
」
と
時
間
の
流
れ
の
中
断
を
い
う
が
、
い
わ
ば
「
夢
」、「
覚
」
二
種
類
の
空
間
が
、
そ
こ
で
交
錯
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
芦
立
氏
の
言
う
よ
う
に
、
夜
と
夢
の
時
間
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
漏
刻
の
音
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
が
、
第
三
句
で
早
く
も
提
示
さ
れ
る
が
、
詩
人
は
そ
の
変
化
を
次
の
第
四
句
で
「
未
だ
知
ら
ず
」
と
直
ち
に
否
定
す
る
。
第
五
句
か
ら
第
七
句
の
艶
麗
な
情
景
は
、滅
亡
の
不
吉
な
予
兆
を
内
に
含
ん
だ
形
で
展
開
さ
れ
て
い
く
。
第
二
聯
「
銅
壺　
漏
断
え
て　
夢
初
め
て
覚
め
、
宝
馬　
塵
高
く
し
て　
人
未
だ
知
ら
ず
」
と
第
四
聯
「
紅
妝　
万
戸　
鏡
中
春
な
り
、
碧
樹　
一
声　
天
下
暁
く
」
で
は
、
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
色
彩
語
・
数
量
詞
等
を
駆
使
し
て
そ
れ
ぞ
れ
緊
密
な
対
句
が
構
成
さ
れ
、
両
聯
い
ず
れ
も
逆
接
構
造
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
な
い
。
し
か
し
、
暁
を
象
徴
す
る
天
鶏
の
「
一
声
」
に
よ
っ
て
「
天
下
」
は
不
可
逆
的
に
変
質
し
、「
三
百
年
」
の
「
南
朝
」
は
速
や
か
な
滅
亡
へ
と
至
る
。
第
三
句
「
漏
断
」
と
第
八
句
「
一
声
」
は
と
も
に
夜
の
終
わ
り
を
告
げ
る
音
だ
が
、
両
者
の
間
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
詩
で
は
後
者
が
作
品
の
時
間
展
開
に
直
接
影
響
を
与
え
て
い
る
。
「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
話
を
戻
す
と
、
第
十
八
句
に
「
猶
お
在
り　
濃
香　
夢
魂
の
裏
」と
あ
る
。「
鶏
鳴
埭
曲
」第
四
句
と
同
じ
く
、「
夢
」
が
破
ら
れ
た
こ
と
を
否
認
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
第
七
聯
に
は
、「
漏
転
じ
霞
は
高
し　
滄
海
の
西
、
玻
璃
枕
上　
天
鶏
を
聞
く
」
と
あ
っ
た
。
芦
立
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る）42
（
。
　
大
き
な
音
声
、
鶏
の
鳴
き
声
は
夢
の
時
間
を
引
き
裂
く
。
詩
人
は
逆
に
そ
こ
に
、
無
時
間
と
い
う
べ
き
「
動
か
な
い
時
」
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
は
、「
漏
転
じ
」「
天
鶏
」
と
い
う
夜
と
夢
の
時
間
の
終
わ
り
を
告
げ
る
語
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
界
の
状
況
を
無
視
し
て
限
界
ま
で
己
れ
の
「
夢
魂
」
に
執
着
し
続
け
る
煬
帝
の
姿
が
あ
る
。
第
九
句
か
ら
第
十
二
句
ま
で
の
、
光
と
色
彩
と
聴
覚
と
嗅
覚
と
を
連
ね
た
感
覚
的
な
情
景
描
写
は
、
第
八
句
「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
で
地
上
的
世
界
か
ら
遊
離
し
、「
漏
転
じ
」
に
示
さ
れ
る
天
下
の
変
動
と
は
隔
絶
し
て
「
夢
魂
」
に
浸
る
煬
帝
の
陶
酔
を
視
野
に
入
れ
て
、解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
16
そ
し
て
、
そ
の
「
夢
魂
」
と
対
立
す
る
外
界
か
ら
の
侵
食
を
告
げ
る
存
在
と
し
て
「
天
鶏
」
が
登
場
し
、「
暁
」
と
い
う
終
焉
が
、
第
十
九
句
「
後
主
の
荒
宮　
暁
鶯
有
り
」
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
山
本
敏
雄
氏
は
、
温
庭
筠
詩
の
夢
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
る）43
（
。
　
「
夢
」
は
、「
夢
」
見
る
主
体
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
の
喪
失
と
い
う
方
向
性
を
有
す
る
と
い
う
点
と
、
そ
の
喪
失
が
、
時
間
の
経
過
の
中
で
、
一
瞬
の
間
に
起
こ
る
と
い
う
点
で
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
「
夢
」
は
、
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
常
に
無
へ
と
向
か
う
可
能
性
を
秘
め
た
不
安
定
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
山
本
氏
の
言
う
よ
う
に
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
「
夢
魂
」
は
煬
帝
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
で
あ
り
、一
瞬
で
消
失
し
て
「
暁
」
を
迎
え
て
し
ま
う
「
不
安
定
な
存
在
」
で
あ
る
。
し
か
し
、「
夢
」
は
直
線
的
な
時
間
軸
の
中
で
無
へ
の
志
向
を
孕
む
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
で
は
、
外
界
の
時
間
軸
を
無
視
し
て
最
後
ま
で
「
夢
魂
」
に
執
着
し
続
け
る
煬
帝
の
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
煬
帝
の
姿
は
、
第
二
章
第
一
節
で
指
摘
し
た
、
天
下
の
変
動
を
無
視
し
て
皇
帝
と
し
て
の
安
泰
を
疑
お
う
と
し
な
い
、
暗
君
と
し
て
の
形
象
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
読
め
る
。事
実
、劉
学
鍇
氏
は
、「
こ
の
詩
の
主
旨
は
、
思
う
に
隋
の
滅
亡
を
風
刺
す
る
こ
と
に
あ
る
（
中
略
）。
詩
の
初
聯
と
末
聯
に
滅
ん
だ
陳
と
滅
ん
だ
隋
と
を
均
し
く
並
べ
て
引
き
立
て
と
す
る
こ
と
で
、
風
刺
し
歎
く
意
を
深
く
こ
め
て
い
る
」（
此
詩
主
旨
，
蓋
諷
隋
之
覆
亡
（
中
略
）。
因
而
詩
之
開
端
、
結
尾
均
以
亡
陳
與
亡
隋
並
提
作
襯
，
以
深
寓
諷
慨
之
意
）
と
し）44
（
、
劉
斯
翰
氏
は
、「
庭
筠
は
こ
の
詩
を
作
り
、
春
江
花
月
夜
の
中
で
、
陳
後
主
の
荒
淫
亡
国
の
後
塵
を
そ
の
ま
ま
拝
し
た
隋
煬
帝
の
な
し
え
た
こ
と
に
風
刺
を
尽
く
し
て
お
り
、そ
の
意
図
は
す
こ
ぶ
る
辛
辣
で
あ
る
」
（
庭
筠
作
此
詩
，
則
於
春
江
花
月
夜
之
中
，
竭
盡
其
諷
刺
緊
歩
陳
後
主
荒
淫
亡
國
後
塵
的
隋
煬
帝
的
能
事
，
用
心
是
頗
爲
尖
刻
的
）
と
し
て）45
（
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
を
、
陳
の
前
例
に
鑑
み
な
い
煬
帝
の
暗
愚
を
痛
烈
に
風
刺
し
た
作
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
二
点
の
理
由
で
、
こ
う
し
た
解
釈
に
は
疑
問
が
残
る
。
第
一
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
「
金
芙
蓉
」
の
よ
う
に
、「
春
江
花
月
夜
詞
」に
は
艶
情
を
連
想
さ
せ
る
要
素
が
含
ま
れ
る
点
で
あ
る
。
第
十
四
句
「
玻
璃
の
枕
」、
そ
こ
に
漂
う
第
十
八
句
「
濃
香
」
は
、
温
庭
筠
の
詞
「
菩
薩
蛮　
其
二
」
前
闋
を
直
ち
に
想
起
さ
せ
る）46
（
。
水
精
簾
裏
頗
黎
枕　
　
水
精
の
簾
裏　
頗
黎
の
枕
暖
香
惹
夢
鴛
鴦
錦　
　
暖
香　
夢
を
惹
く　
鴛
鴦
の
錦
江
上
柳
如
煙　
　
　
　
江
上　
柳　
煙
の
如
く
雁
飛
殘
月
天　
　
　
　
雁
は
飛
ぶ　
残
月
の
天
第
二
章
第
二
節
で
指
摘
し
た
、
男
女
の
交
情
と
離
別
と
い
う
「
春
江
花
月
夜
」
の
モ
チ
ー
フ
を
温
庭
筠
の
作
も
ふ
ま
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
煬
帝
に
は
「
亡
国
の
君
主
」
と
い
う
従
来
の
形
象
だ
け
で
は
な
く
、「
艶
情
の
担
い
手
」と
い
う
新
た
な
属
性
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
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「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
目
的
が
、
煬
帝
を
「
諷
」
す
る
こ
と
だ
け
だ
と
考
え
る
の
に
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
は
、
温
庭
筠
自
身
の
感
慨
を
述
べ
た
作
品
に
、
詩
人
自
身
の
夢
へ
の
執
着
が
、
往
々
に
し
て
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
晨
起
動
征
鐸　
晨
起　
征
鐸
を
動
か
し
客
行
悲
故
郷　
客
行　
故
郷
を
悲
し
む
雞
聲
茅
店
月　
鶏
声　
茅
店
の
月
人
迹
板
橋
霜　
人
迹　
板
橋
の
霜
槲
葉
落
山
路　
槲
葉　
山
路
に
落
ち
枳
花
明
驛
牆　
枳
花　
駅
牆
に
明
ら
か
な
り
因
思
杜
陵
夢　
因
り
て
思
う　
杜
陵
の
夢
鳧
雁
滿
廻
塘　
鳧
雁　
廻
塘
に
満
つ 
（
巻
七
「
商
山
早
行
」）
こ
の
詩
で
も
「
春
江
花
月
夜
詞
」「
鶏
鳴
埭
曲
」
と
同
じ
く
、第
三
句
「
鶏
声
」
に
よ
っ
て
眠
り
が
脅
か
さ
れ
る
。
夜
は
明
け
太
陽
は
容
赦
な
く
昇
っ
て
い
き
、
詩
人
は
「
客
行
」
に
あ
る
現
実
の
状
況
と
、
否
応
な
く
向
き
合
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
時
間
の
流
れ
に
逆
ら
う
か
の
よ
う
に
、
詩
人
は
「
枳
花
」
の
明
る
い
白
さ
に
「
因
」
っ
て
、「
夢
」
に
見
た
「
杜
陵
」
の
情
景
へ
退
行
し
て
い
く
。
夢
へ
の
強
い
執
着
、
と
い
う
姿
勢
が
「
春
江
花
月
夜
詞
」
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
巻
一
「
暁
仙
謡
」
の
末
四
句
に
も
「
秦
王
の
女
は
騎
す　
紅
尾
の
鳳
、
半
空　
首
を
回
ら
し
て　
晨
鶏
を
弄
す
。
霧
は
蓋
う　
狂
塵　
億
兆
の
家
、
世
人
猶
お
作
す　
牽
情
の
夢
」（
秦
王
女
騎
紅
尾
鳳
、
半
空
回
首
晨
雞
弄
。
霧
蓋
狂
塵
億
兆
家
、
世
人
猶
作
牽
情
夢
）
と
、「
晨
鶏
」
の
声
が
響
き
渡
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
牽
情
の
夢
」
に
執
着
す
る
「
億
兆
」
の
「
世
人
」
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
ふ
ま
え
る
と
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
で
は
、
淫
虐
の
君
主
と
し
て
の
煬
帝
へ
の
批
判
よ
り
も
、「
夢
魂
」
に
沈
む
煬
帝
へ
の
共
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
描
か
れ
る
の
は
、
煬
帝
を
取
り
巻
く
遊
仙
と
艶
情
の
別
世
界
、「
春
江
花
月
の
夜
」
と
い
う
情
景
が
終
わ
り
を
告
げ
、
執
着
し
続
け
た
「
夢
魂
」
が
つ
い
に
崩
れ
去
り
、「
暁
」
が
訪
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
限
り
な
い
哀
惜
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
　
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
温
庭
筠
「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
情
景
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
描
か
れ
る
「
龍
舟
」
の
行
幸
は
、
天
下
の
情
勢
を
無
視
し
た
煬
帝
の
豪
奢
を
表
す
象
徴
と
し
て
中
唐
ま
で
に
定
着
し
、
温
庭
筠
も
そ
の
認
識
を
ふ
ま
え
る
こ
と
（
第
二
章
第
一
節
）、「
春
江
花
月
夜
」
先
行
諸
作
品
は
煬
帝
の
二
首
に
始
ま
り
、
時
間
構
成
と
技
巧
の
複
雑
化
、
叙
景
か
ら
男
女
の
交
情
と
別
離
、
神
女
へ
の
連
想
か
ら
月
と
人
の
対
比
へ
と
、
内
容
に
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
詠
史
の
形
で
綴
っ
た
作
は
見
出
せ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
（
第
二
章
第
二
節
）。
次
に
、「
春
江
花
月
18
夜
詞
」
第
八
句
「
天
に
連
な
り
展
き
尽
く
す　
金
芙
蓉
」
に
つ
い
て
、
遊
仙
と
艶
情
を
暗
示
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
上
的
世
界
か
ら
の
離
脱
が
表
現
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
第
三
章
第
一
節
）。
ま
た
、
第
十
四
句
「
天
鶏
」
と
第
十
八
句
「
夢
魂
」
を
検
討
し
、
詩
の
展
開
に
時
間
的
な
屈
折
が
見
ら
れ
、「
亡
国
の
暗
君
」
に
対
す
る
風
刺
で
は
な
く
、「
夢
魂
」
に
執
着
す
る
煬
帝
へ
の
詩
人
の
共
感
と
、「
夢
魂
」
が
崩
れ
去
り
「
暁
」
が
訪
れ
た
こ
と
へ
の
哀
惜
が
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
の
主
題
で
あ
る
可
能
性
を
論
じ
た
（
第
三
章
第
二
節
）。
し
か
し
、「
春
江
花
月
夜
詞
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
検
討
で
き
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
四
句
「
還
た
金
陵
に
向
い
て　
春
色
を
漾
わ
す
」
で
あ
る
。
蕩
搖
た
る
春
の
気
配
を
漂
わ
せ
る
こ
と
が
、
何
故
滅
亡
の
予
兆
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
章
で
、
温
庭
筠
に
は
春
景
を
主
題
と
し
た
詩
の
多
い
こ
と
に
触
れ
た
が
、
そ
れ
が
亡
国
と
ど
う
関
わ
る
の
か
。
温
庭
筠
詩
の
春
景
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
ま
た
、
温
庭
筠
の
楽
府
に
は
李
賀
か
ら
の
強
い
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）47
（
、
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
楽
府
に
絞
っ
た
比
較
は
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
注
（
1
）　
村
上
哲
見
「
温
飛
卿
の
文
学
」（『
宋
詞
研
究　
唐
五
代
北
宋
篇
』
創
文
社
、
一
九
七
六
年
所
収
。
初
出
は
『
中
国
文
学
報
』
五
、
一
九
五
六
年
）、
一
一
六
頁
。
（
2
）　
温
庭
筠
の
作
品
は
、劉
学
鍇
撰
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
を
底
本
と
し
た
。『
楽
府
詩
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
で
は
、「
鶏
鳴
埭
曲
」
を
「
鶏
鳴
埭
歌
」、「
春
江
花
月
夜
詞
」
を
「
春
江
花
月
夜
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
（
3
）　
詩
の
表
現
を
具
体
的
に
検
討
し
た
論
文
は
、
注
1
村
上
氏
論
文
の
他
に
、
山
之
内
正
彦
「
李
商
隠
表
現
考
・
断
章　
│
豔
詩
を
中
心
と
し
て
│
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
八
、
一
九
六
九
年
）、
山
本
敏
雄
「
温
庭
筠
の
文
学
の
一
側
面　
│
時
間
の
流
れ
の
中
の
不
安
定
な
存
在
│
」（『
東
方
学
』
七
一
、
一
九
八
六
年
）、
芦
立
一
郎
「
温
庭
筠
歌
詞
に
つ
い
て
」（『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）』
第
一
二
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
）、
斎
藤
茂
「
温
庭
筠
詩
論　
│
そ
の
近
体
詩
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
所
収
）、
速
水
愛
子
「
温
庭
筠
の
律
詩
に
お
け
る
対
句
に
つ
い
て
」（『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
二
二
、
二
〇
〇
二
年
）、
中
原
健
二
「
温
庭
筠
詩
に
お
け
る
色
彩
語
表
現
」（『
宋
詞
と
言
葉
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）
等
が
あ
る
が
、
博
士
論
文
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
国
内
に
な
い
。
中
国
で
は
、
近
年
晩
唐
の
艶
体
詩
と
唐
末
五
代
詞
と
の
関
係
を
探
る
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
題
材
や
語
句
の
類
似
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
個
々
の
表
現
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
乏
し
い
。
劉
学
鍇
『
温
庭
筠
伝
論
』（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
温
庭
筠
の
生
涯
及
び
作
品
（
楽
府
・
近
体
詩
・
詞
・
駢
文
・
賦
・
小
説
）
の
概
説
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
温
庭
筠
詩
の
表
現
を
検
討
し
た
専
著
は
見
当
た
ら
な
い
。
（
4
）　
唐
詩
に
お
け
る
煬
帝
の
形
象
を
論
じ
た
先
行
研
究
に
、加
藤
敏「
元
19 温庭筠「春江花月夜詞」の情景表現について（鈴木）
結
の
詩
文
に
お
け
る
煬
帝
の
形
象
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
六
一
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
り
、
参
考
に
し
た
。
（
5
）　
『
隋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）。
（
6
）　
『
資
治
通
鑑
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）。
（
7
）　
『
全
唐
文
』
と
『
全
唐
詩
』
の
用
例
検
索
に
は
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」（https://ctext.org/zh
）
と
「
寒
泉
」（http://skqs.lib.
ntnu.edu.tw
/dragon/
）
を
利
用
し
た
。
（
8
）　
『
隋
書
』
編
纂
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
魏
徴
（
五
八
〇
〜
六
四
三
）
は
、『
全
唐
文　
附
唐
文
拾
遺
・
唐
文
続
拾
・
読
全
唐
文
札
記
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
〇
年
）
巻
一
三
九
「
論
時
政
疏
」
に
て
、
「
驅
天
下
以
從
欲
、
罄
萬
物
以
自
奉
。
採
域
中
之
子
女
、
求
遠
方
之
奇
異
。
宮
宇
是
飾
、
臺
榭
是
崇
。
徭
役
無
時
、
干
戈
不
戢
。
外
示
威
重
、
内
多
隘
忌
」
と
、
煬
帝
が
「
天
下
」
の
「
萬
物
」
を
搾
り
取
り
欲
望
を
恣
に
し
た
こ
と
を
激
し
く
非
難
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
宮
宇
是
飾
、臺
榭
是
崇
」
と
煬
帝
の
奢
侈
を
指
弾
し
な
が
ら
も
、「
龍
舟
」
の
行
幸
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
（
9
）　
彭
慶
生
校
注
『
陳
子
昂
集
校
注
』（
黄
山
書
社
、
二
〇
一
五
年
）。
（
10
）　
孫
欽
校
注
『
高
適
集
校
注
（
修
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
三
〇
二
頁
。
（
11
）　
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
七
。
（
12
）　
朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
巻
四
。
（
13
）　
『
旧
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）。
（
14
）　
『
旧
唐
書
』
巻
二
九
「
志
第
九　
音
楽
志
二
」
で
は
、「
後
主
」
を
「
叔
寶
」
に
、「
太
常
令
」
を
「
太
樂
令
」
に
つ
く
る
。
（
15
）　
山
本
氏
注
3
所
掲
論
文
、
五
五
頁
。
（
16
）　
「
春
江
花
月
夜
」
諸
作
品
の
引
用
は
、
温
庭
筠
の
作
を
除
き
、
全
て
『
楽
府
詩
集
』
を
底
本
と
し
た
。
（
17
）　
『
十
三
経
注
疏　
毛
詩
注
疏
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
三
年
）
巻
一
・
一
之
三
。
（
18
）　
『
十
三
経
注
疏　
毛
詩
注
疏
』
の
孔
穎
達
の
疏
に
は
、「
今
漢
上
有
游
女
、
以
貞
絜
之
故
、
不
可
犯
禮
而
求
、
是
爲
木
以
高
其
枝
葉
、
人
無
休
息
者
、
女
由
持
其
絜
淸
、
人
無
求
思
者
」
と
あ
る
が
、『
文
選
』
巻
一
八
に
収
め
る
嵇
康
（
二
二
三
〜
二
六
二
）「
琴
賦
」
第
三
三
八
句
「
游
女
飄
焉
而
來
萃
」
で
、
李
善
は
「
游
女
」
を
「
韓
詩
曰
、
漢
有
游
女
、
不
可
求
思
。
薛
君
曰
、
游
女
、
漢
神
也
。
言
漢
神
時
見
、
不
可
求
而
得
之
」
と
注
す
る
（
同
学
の
髙
﨑
駿
士
氏
の
ご
示
教
に
よ
る
）。
こ
こ
で
は
、「
游
女
」
が
神
女
で
あ
る
「
兩
妃
」
と
対
を
な
す
こ
と
か
ら
、李
善
の
引
く
「
韓
詩
」
の
説
を
と
る
。『
文
選
』
は
、『
日
本
足
利
学
校
蔵
宋
刊
明
州
本
六
臣
注
文
選
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
底
本
と
し
た
。
（
19
）　
「
梅
洲
」
の
語
は
『
全
唐
詩
』
に
、
蔡
孚
（
七
世
紀
後
半
〜
八
世
紀
前
半
）
巻
六
四
「
奉
和
聖
製
龍
池
篇
」
頸
聯
「
歌
臺
舞
榭
宜
正
月
、
柳
岸
梅
洲
勝
往
年
」
と
李
徳
裕
（
七
八
七
〜
八
五
〇
）
巻
四
六
四
「
述
夢
詩
四
十
韻
」
第
三
十
一
聯
「
蘭
野
凝
香
管
、
梅
洲
動
翠
篙
」
の
二
例
が
あ
る
。
前
者
は
「
柳
岸
」「
梅
洲
」、
後
者
は
「
蘭
野
」「
梅
洲
」
と
、
い
ず
れ
も
一
般
名
詞
と
対
で
使
用
し
て
お
り
、
固
有
名
詞
で
は
な
い
と
解
釈
し
た
。『
全
唐
詩
』は
陳
貽
欣
主
編『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』
（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。
（
20
）　
『
楽
府
詩
集
』
で
は
、
第
十
一
句
の
「
澄
」
を
「
照
」、
第
十
四
句
20
の
「
玻
璃
」
を
「
頗
黎
」
に
作
る
。
（
21
）　
劉
斯
翰
選
注
『
温
庭
筠
詩
詞
選
』（
遠
流
出
版
公
司
、一
九
八
八
年
）
は
、「
海
雲
黑
」
を
「
暗
示
黑
夜
降
臨
」（
三
九
頁
）
と
解
釈
す
る
。
こ
こ
で
は
、
李
賀
（
七
九
〇
〜
八
一
六
）
巻
一
「
雁
門
太
守
行
」
初
句
に
「
黑
雲
壓
城
城
欲
摧
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
で
劉
学
鍇
氏
が
「
象
徴
國
之
將
亡
」（
一
七
三
頁
）
と
注
す
る
の
に
従
う
。
李
賀
詩
は
、
呉
企
明
箋
注
『
李
長
吉
歌
詩
編
年
箋
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
。
（
22
）　
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』、
一
七
五
頁
。
（
23
）　
『
温
庭
筠
詩
詞
選
』、
四
〇
頁
。
（
24
）　
皮
日
休
詩
は
、
と
も
に
『
全
唐
詩
』
巻
六
〇
五
。
（
25
）　
「
酔
」
の
語
が
亡
国
の
天
子
に
よ
る
失
政
の
隠
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、詹
満
江
「
李
商
隠
が
詠
じ
る
亡
国
の
天
子
」
（『
李
商
隠
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
所
収
。
初
出
は
『
杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
九
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
（
26
）　
杜
紫
綸
・
他
撰
『
中
晩
唐
詩
叩
弾
集
』（
北
京
市
中
国
書
店
、
一
九
八
四
年
）
巻
八
。
（
27
）　
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』、
一
七
八
頁
。
（
28
）　
劉
学
鍇
・
余
恕
誠
編
著
『
李
商
隠
詩
歌
集
解　
増
訂
重
排
本
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
第
三
冊
、
一
五
五
一
頁
。
（
29
）　
山
本
氏
注
3
所
掲
論
文
、
五
七
頁
。
（
30
）　
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』、
一
七
四
頁
。
（
31
）　
『
温
庭
筠
詩
詞
選
』、
三
九
頁
。
（
32
）　
李
白
の
詩
は
、
瞿
蛻
園
・
朱
金
城
校
注
『
李
白
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
巻
一
六
、
巻
二
一
。
（
33
）　
『
李
商
隠
詩
歌
集
解　
増
訂
重
排
本
』
第
一
冊
、
一
六
一
頁
。
（
34
）　
馮
浩
箋
注
・
蒋
凡
校
点
『
玉
谿
生
詩
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
七
一
頁
。
（
35
）　
芦
立
氏
注
3
所
掲
論
文
、
二
五
頁
。
（
36
）　
王
運
熙
『
六
朝
楽
府
与
民
歌
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）、
一
三
六
〜
一
三
七
頁
。
（
37
）　
「
子
夜
夏
歌
」
は
、『
楽
府
詩
集
』
巻
四
四
「
清
商
曲
辞
一　
呉
声
歌
曲
一
」
の
「
子
夜
四
時
歌
七
十
五
首
」
に
収
め
る
。
引
用
詩
は
、
夏
歌
二
十
首
の
う
ち
の
「
其
二
十
」。
（
38
）　
『
南
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）。
（
39
）　
王
国
良
校
注
『
温
庭
筠
詩
集
校
注
』（
黎
明
文
化
公
司
、
一
九
九
九
年
）、
二
頁
。『
玄
中
記
』
は
撰
者
不
明
、
佚
書
。
王
氏
の
引
く
記
事
は
、
欧
陽
詢
（
五
五
七
〜
六
四
一
）
撰
『
芸
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
巻
九
一
「
鳥
部
中　
鶏
」
に
見
え
る
。
た
だ
し
、『
芸
文
類
聚
』
に
は
「
光
」
の
文
字
が
な
い
。
（
40
）　
斎
藤
氏
注
3
所
掲
論
文
の
三
七
八
頁
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
（
41
）　
芦
立
氏
注
3
所
掲
論
文
、
二
四
頁
。
（
42
）　
芦
立
氏
注
3
所
掲
論
文
、
二
六
頁
。
（
43
）　
山
本
氏
注
3
所
掲
論
文
、
五
二
頁
。
（
44
）　
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』、
一
七
八
頁
。
（
45
）　
『
温
庭
筠
詩
詞
選
』、
三
八
頁
。
（
46
）　
『
温
庭
筠
全
集
校
注
』
巻
一
〇
。
（
47
）　
山
之
内
氏
注
3
所
掲
論
文
、
三
九
頁
。
